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要要要要

一般会計 担当課

事務事業名 担当部

根拠法令・個別計画

1

総合計画

分野別計画

予算区分

事業期間

効率的で適切な事務運営を行う

2

平成１４年度

行政経営

1

～

議事課　

庶務係

31

平成３０年度以降

行政運営

◆24年度実施内容

・市議会議長会をはじめとする各種議長会へ組織体の一員として出席し、広域的な

　課題・要望活動に取り組む。

　会議出席の際の日程調整・行程計画・旅費等の準備・随行

◆24年度直接経費の内訳

費用弁償等旅費（743千円）

市議会議長会関係負担金（745千円）

全国市議会議長会基地協議会負担金（95千円）

全国民間空港所在都市議会協議会負担金（40千円）

名古屋空港周辺議会協議会負担金（20千円）

尾三十市等議長協議会負担金（111千円）

全国高速自動車道市議会協議会等負担金（38千円）

消耗品費等（670千円）

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

議会としての対外活動を行い、行政事務への支援の一端を担うことを目的とする。

内容

（手段）
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千円
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％

千円

千円
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直接経費

無

4,264
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対前年比

その他財源

7,545

正職員

一般財源

0

費用合計

4,264

従事者数

3,281

その他職員

人件費

従事者数

人件費

費

用

0

Ｈ24決算額

00

4,264

0.00

0

0.80

0.00
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国・県支出金

6,726

96.1

6,726

6,997

92.7

6,997 8,035

財

源

119.4

00

00

4,264

Ｈ23決算額

0

0.80

消耗品費等（670千円）

◆25年度直接経費の内訳

費用弁償等旅費（1,398千円）

市議会議長会関係負担金（751千円）

全国市議会議長会基地協議会負担金（122千円）

全国民間空港所在都市議会協議会負担金（60千円）

名古屋空港周辺議会協議会負担金（90千円）

尾三十一市等議長協議会負担金（92千円）

全国高速自動車道市議会協議会等負担金（38千円）

消耗品費等（1,220千円）

0.80

0.00

0

7,545

受益者負担

Ｈ25予算額Ｈ22決算額

3,7712,733
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２２２２
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年年年年

度度度度

のののの

実実実実

事業実施におけ

る課題

規模、内容ともに時代に則したものであることを引き続き検証、提唱してゆく必要があ

る。
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420

成果指標名

対外活動日数

活動指標名

対外活動日数

H22

23

20

日

22

事業番号

H23

事業の

達成状況

日程の重なりにより、2回の社会文教委員会が出席できなかったが、その他事業は達

成できた。
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５５５５

年年年年

度度度度

のののの

改改改改

善善善善

内内内内

容容容容

事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

（対象や手段を見直す場合も含む）

２５年度における

事業の改善・見

直し内容（新規追

加事項、廃止・削

減事項等）

事事事事

業業業業

のののの

自自自自

己己己己

評評評評
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成成成成

２２２２

６６６６

年年年年
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事事事事
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方方方方

向向向向

性性性性

２６年度以降

の改善案

役員市という立場からも、引き続き、各種協議会での会議内容が適正なものであるか

を検証し、必要に応じ提唱もまた行ってゆく。

実実実実

施施施施

結結結結

果果果果

各種議長会への出席を通し、広域的な要望活動、適正な議会運営をするための情報

収集を行う必要があるため。

判定理由

判　定　理　由

維　持

役員市として協議会への参加が増え、今年度は開催市としても会議に参画すること

から、適正な会議運営と開催に備える必要がある。

維　持

広域的に取り組むべき課題・要望に対処できず、また他自治体の情報を得ることに支

障をきたし、適正な市政への支援が行えなくなる。

事業を縮小・

廃止したときの

影響

二二二二

次次次次

評評評評

価価価価

一次評価のとおり。

方向性の判定

方向性の判定


